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論　　文　　の　　要　　旨

＜目　的＞

　循環器疾患の予防，管理の面から，身体活動に関する適切な指導を行うためには，身体活動量が個

人個人で多様化しつつある現在，個人ごとの身体活動量を比較的簡便に，かつ正確に把握する方法の

開発が重要である。Lかしながら，日本人の労働形態が大きく変化した今日，労働と日常生活や余暇

の身体活動などを併せて，個人の身体活動量を総合的に把握する簡便な方法についての研究はほとん

どみられない。

　このような事情に鑑み，本研究では，地域農村住民の身体活動量を把握し，身体活動量と循環器疾

患の発生に関わる医学的指標との関連を分析することを目的とする。

＜対象及び方法〉

　対象地域は秋田県南秋田郡井川町（以下，井川町）と茨城県真壁郡協和町（以下，協和町）の2地

域である。

1．身体活動量の把握方法の検討

　身体活動量の把握方法に関しては，これまで様々な方法で考案されてきた。これらを詳細に検討し

た結果，地域農村住民の身体活動量を客観的かつ比較的簡便に把握する方法として，著老は問診によ

る聞き取り調査法（以下，r身体活動問診」）を考案した。

　両地域において，代表的な職種別（農業，重作業，重作業以外）に抽出した男子40～49歳計103人に

対し，考案した身体活動問診を適用するとともに，24時問行動日記及び自転車エルゴメータによる運
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動負荷試験を実施し，24時間行動日記より算出された身体活動量と運動負荷試験の結果算出された最

大酸素摂敢量の両者から，身体活動問診より算出された身体活動量の正確性を検討した。また，身体

活動問診より算出された身体活動量の再現性について検討するため，井川町においては一部の対象老

（40～59歳男子，83名）を抽出し，1～3年の間隔を置いて身体活動問診を2圓実施した。

2．身体活動間診による身体活動量の実態調査

　1の研究で妥当性の確認された身体活動問診を多人数の疫学調査に適用し，2農村地域におげる身

体活動量の実態調査を行った。調査対象は，両地域におげる循環器検診受診者計1323人で，そのうち

8～9割に当る者が調査を実施しえた。

3．身体活動問診より算出された身体活動量と循環器疾患発生要因との関連の検討

　2の研究で身体活動の実体調査を行った対象と同じ対象について，身体活動間診より算出された身

体活動量と，循環器疾患の発生に関わる医学的指標（血圧値，肥満度，血清総コレステロール値，

HDL一コレステロール値，アルコール摂敢量，喫煙）との関違を検討した。

＜結　果＞

王．身体活動量の把握方法の検討

　両地域，いずれの職種においても，行動内容別（仕事，仕事以外の日常生活，運動，1日計）にみ

た身体活動量の平均値は，身体活動問診により算出された値と24時間行動日記より算出された値の間

に有意な差を認めなかった。また，身体活動問診より算出された身体活動量と24時間行動日記より算

出された身体活動量とは，両地域とも高い相関を認めた。身体活動問診より算出された身体活動量

（仕事，1日計）は，井川町において最大酸素摂取量と有意な相関を認めた。

　井川町においては，一部の対象者に対して身体活動問診を2回実施し，身体活動問診の再現性を検

討した。1回目と2回目のそれぞれから得られた身体活動量の平均値は，1回目と2回目とで有意な

差を認めなかった。

2．身体活動問診による身体活動量の実態調査

　身体活動問診より算出された身体活動量の平均値を，職種別（農業，重作業，軽作業，事務・管

理）に比較検討したところ，両地域とも，仕事及び1日計の身体活動量は「重作業」で最も多く，次

いで，r農業」，r軽作業」，r事務・管理」の順であった。いずれの地域においても，職種間で身体活動

量の差の大きいことが示された。

　また，井川町は協和町に比し，1日計g身体活動量が多い老の割合が高く，身体活動量の分布に地

域差を認めた。

3．身体活動間診より算出された身体活動量と循環器疾患の発生要因’との関連の検討

　身体活動量を4区分に分げ，身体活動量と循環器疾患の発生に関わる医学的指標（特に血圧値と

HDL一コレステロール値）との関連を検討した。

　両地域とも身体活動量と血圧値の関連は強くなく，井川町では，最大，最小血圧値とも「U型」の

関連を，協和町では最大血圧値と弱い正の関連，最小血圧値と弱い負の関連を認めるにとどまった。

重回帰分布により，血圧値の関連要因（年令，アルコーノレ摂取量，肥満度）を補正して，身体活動量
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と血圧値との関連を検討したところ，両地域とも，身体活動量と最大血圧値は正の関連を，身体活動

量と最小血圧値は負の関連を示した。これらの関連は統計的に有意とはならなかったものの，両地域

に共通した傾向として認められた。

　身体活動量とHDL一コレステローノレ値は両地域とも正の関連を認めた。特に井川町においてその

傾向は強く，HDL一コレステローノレ値の関連要因（年齢，アルコール摂敢量，喫煙量，肥満度）を補

正しても，身体活動量はHDL一コレステロール値と有意な正の関連を示した。

＜結　論＞

　個人の身体活動量を客観的かつ比較的簡便に把握できる方法（身体活動問診）を考案し，本法によ

る身体活動量の把握方法の妥当性を正確性や再現性の面から確認した。

　本法を用いて農村地域における身体活動量の実態調査を行ったところ，現在の農村においては，職

種問で身体活動の差の大きいことが示された。

　身体活動量と循環器疾患の発生に関わる医学的指標との関連を検討した結果，統計的には有意とは

ならなかったが，身体活動量は最大血圧値と正の関連を，最小血圧値と負の関連を示した。また，身

体活動量はHDL一コレステロール値と有意な正の関連を示した。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は，日本人の身体活動量と循環器疾患との関連について疫学的に検討したものである。ま

ず，個人の身体活動量を比較簡便に把握しうる身体活動間診を考案し，本法による身体活動量の把握

方法の妥当性を確認した。本法を用いて，2農村地域における身体活動量の実態調査を行い，職種や

農業形態の違いによって身体活動量に差のあることが示された。また，身体活動量と循環器疾患の発

生に関わる医学的指標との関連を検討し，特に身体活動量とHDL一コレステロール値との間に有意

な正の関連を認めた。

　これらの成績は，今後，地域における循環器疾患の予防，管理の面で，身体活動量に関する適切な

指導方法の開発・研究に大きく貢献することが期待される。

　よって，著者は医学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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